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は
じ
め
に

日
本
の
古
代
、
歌
垣
の
習
俗
が
各
地
に
広
が
っ
て
い
た
。
そ
の
歌
を
掛
け
合
う
か

た
ち
は
男
女
の
恋
を
め
ぐ
る
歌
だ
け
で
な
く
、
古
代
の
歌
文
化
の
基
盤
と
し
て
、
そ

の
伝
統
が
後
代
に
ま
で
長
く
続
い
て
き
た
（
1
）。
ま
た
、
は
る
か
な
昔
、
日
本
で
は
文

字
が
用
い
ら
れ
ず
、
歌
が
書
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
方
、
奈
良
時
代
、『
万
葉
集
』
に
は
歌
掛
け
の
伝
統
を
伝
え
る
宴
の
歌
だ
け
で
な

く
、
書
状
に
よ
る
贈
答
の
歌
や
独
詠
の
歌
、
讃
美
、
悲
嘆
の
歌
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
式
や
内
容
の
歌
が
載
せ
ら
れ
た
。

従
来
、
こ
の
よ
う
な
個
人
の
歌
、
抒
情
歌
の
成
立
は
宮
廷
社
会
や
文
字
文
化
に
よ

る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
諸
現
象
す
べ
て
が
宮
廷
文
化
や
文
字

の
問
題
に
起
因
す
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
歌
垣
の
歌
と
万
葉
歌

と
の
間
を
い
か
に
つ
な
げ
ば
よ
い
の
か
、
万
葉
歌
へ
の
道
を
ど
の
よ
う
に
描
く
こ
と

が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
手
が
か
り
は
わ
ず
か
な
古
代
文
献
資
料
の

な
か
に
は
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
れ
を
補
う
も
の
と
し
て
、
近
代
以
降
、
早
い
時
期
よ
り
中
国
文
献
や
日
本
各
地

の
民
俗
事
例
を
視
野
に
入
れ
た
古
代
歌
垣
の
研
究
が
行
わ
れ
た
が
、
近
年
中
国
西
南

部
少
数
民
族
の
歌
掛
け
文
化
調
査
を
踏
ま
え
た
研
究
成
果
が
次
々
に
公
刊
さ
れ
、
恋

の
歌
掛
け
や
歌
掛
け
文
化
の
様
相
が
具
体
的
な
も
の
と
な
っ
て
き
た
。

本
稿
は
そ
う
し
た
研
究
を
踏
ま
え
て
万
葉
歌
へ
の
道
を
め
ざ
そ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

一
　
文
献
資
料
を
超
え
て

近
代
以
降
の
古
代
歌
垣
研
究
に
お
け
る
中
国
文
献
や
日
本
各
地
の
民
俗
事
例
を
視

野
に
入
れ
た
研
究
史
に
つ
い
て
は
以
前
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
（
2
）
の
で
、
本
稿
で

は
近
年
の
中
国
西
南
部
少
数
民
族
を
主
と
す
る
歌
文
化
調
査
を
踏
ま
え
た
研
究
や
関
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連
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
（
3
）。

そ
の
先
駆
的
な
研
究
と
し
て
、
外
国
人
に
よ
る
調
査
が
可
能
と
な
っ
た
一
九
八
〇

年
代
初
め
か
ら
の
調
査
に
も
と
づ
く
星
野
紘
氏
『
歌
垣
と
反
閇
の
民
族
誌
』（
創
樹
社
、

一
九
九
六
年
）、
ネ
パ
ー
ル
や
中
国
南
部
に
お
け
る
調
査
に
も
と
づ
い
て
恋
の
歌
掛
け

の
プ
ロ
セ
ス
を
提
示
し
た
内
田
る
り
子
氏
『
奄
美
民
謡
と
そ
の
周
辺
』（
雄
山
閣
出
版
、

一
九
八
三
年
）、
中
国
西
南
部
少
数
民
族
、
漢
族
、
ネ
パ
ー
ル
・
北
部
タ
イ
、
奄
美
な

ど
の
調
査
を
踏
ま
え
て
歌
掛
け
の
諸
相
を
具
体
的
に
提
示
し
た
同
氏
「
照
葉
樹
林
文

化
圏
に
お
け
る
歌
垣
と
歌
掛
け
」（『
文
学
』
第
五
十
二
巻
第
十
二
号
、
一
九
八
四
年

十
二
月
）、
中
国
貴
州
省
苗
族
爬
坡
節
の
歌
と
日
本
の
古
代
歌
謡
と
を
意
味
内
容
の
上

か
ら
比
較
し
て
研
究
へ
の
道
筋
を
示
し
た
土
橋
寛
氏
『
古
代
歌
謡
を
ひ
ら
く
』（
大
阪

書
籍
、
一
九
八
六
年
）
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
は
政
治
的
・
社
会
的
制
約
が

あ
り
、
本
格
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し

た
と
こ
ろ
か
ら
、
本
格
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
も
と
づ
く
歌
文
化
研
究
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
い
ち
早
く
応
え
た
の
が
工
藤
隆
氏
で
あ
る
。
工
藤
氏
は
一
九
九
四
年
か
ら

中
国
雲
南
省
各
地
の
少
数
民
族
歌
文
化
調
査
を
開
始
し
、『
歌
垣
と
神
話
を
さ
か
の
ぼ

る　

少
数
民
族
文
化
と
し
て
の
日
本
古
代
文
学
』（
新
典
社
、
一
九
九
九
年
）
に
お
い

て
日
本
古
代
歌
垣
と
の
比
較
研
究
を
試
み
て
そ
の
再
検
討
を
行
い
、『
雲
南
省
ペ
ー
族

歌
垣
と
日
本
古
代
文
学
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
に
お
い
て
雲
南
省
大
理
白
族

の
白
語
・
中
国
語
訳
・
日
本
語
訳
歌
掛
け
資
料
を
報
告
す
る
と
と
も
に
こ
う
し
た
歌

垣
（
恋
の
歌
掛
け
）
の
発
展
段
階
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
。
ま
た
、
岡
部
隆
志
氏
・
西

條
勉
氏
と
と
も
に
『
七
五
調
の
ア
ジ
ア　

音
数
律
か
ら
み
る
日
本
短
歌
と
ア
ジ
ア
の

歌
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
を
編
み
、
ア
ジ
ア
の
口
頭
・
文
字
の
歌
の
な
か

に
日
本
の
和
歌
の
音
数
律
の
起
源
を
求
め
よ
う
と
試
み
た
。
さ
ら
に
、『
歌
垣
の
世
界　

歌
垣
文
化
圏
の
中
の
日
本
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
で
は
そ
の
研
究
を
集
大
成

し
、「
踏
歌
」
や
葬
送
儀
礼
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。
こ
の
工
藤
氏
と

と
も
に
歌
文
化
調
査
に
赴
き
、
工
藤
氏
と
の
共
著
『
中
国
少
数
民
族
歌
垣
全
調
査
記

録
一
九
九
八
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
公
刊
し
た
岡
部
氏
は
「
繞
る
歌
掛

け
―
中
国
雲
南
省
白
族
の
二
時
間
四
十
七
分
に
亘
る
歌
掛
け
事
例
報
告
」（『
共
立
女

子
短
期
大
学
文
科
紀
要
』
第
四
十
九
号
、
二
〇
〇
六
年
一
月
）
に
お
い
て
長
時
間
続

く
白
族
の
恋
の
歌
掛
け
調
査
を
も
と
に
し
て
そ
の
仕
組
み
を
解
明
し
、
そ
れ
を
柱
と

す
る
『
ア
ジ
ア
「
歌
垣
」
論
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
を
公
刊
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
書
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、「
白
族
の
表
記
文
字
「
ペ
ー
文
」
に
お

け
る
声
（
音
）
あ
る
い
は
歌
」（『
共
立
女
子
大
学
・
共
立
女
子
短
期
大
学
総
合
文
化

研
究
所
紀
要
』
第
十
九
の
二
号
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
声
の
伝
承
」
と
漢
字
の
出

会
い
に
つ
い
て
の
研
究
：
中
国
雲
南
省
ペ
ー
族
文
化
と
日
本
古
代
文
学
」、
二
〇
一
三

年
二
月
）
に
お
い
て
歌
と
文
字
の
問
題
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
た
こ
と
も
注
目
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
岡
部
論
文
の
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
共
立
女
子
大
学
・

共
立
女
子
短
期
大
学
総
合
文
化
研
究
所
紀
要
』
に
は
遠
藤
耕
太
郎
氏
を
代
表
と
し
て

岡
部
・
工
藤
・
富
田
美
智
江
・
飯
島
奨
・
草
山
洋
平
・
李
莉
・
張
正
軍
の
各
氏
が
参

加
す
る
共
同
研
究
の
成
果
が
本
号
及
び
二
十
三
号
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
手
塚

恵
子
氏
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
中
国
広
西
壮
族
自
治
区
南
寧
市
の
広
西
民
族
学
院

に
留
学
し
、
帰
国
後
も
壮
族
の
歌
文
化
調
査
を
続
け
て
「
う
た
い
掛
け
る
者
と
う
た

い
掛
け
ら
れ
る
者
―
壮
族
の
人
生
儀
礼
に
お
け
る
う
た
の
掛
け
合
い
と
そ
の
規
範
」

（『
待
兼
山
論
叢
（
日
本
学
篇
）』
第
二
十
四
号
、
一
九
九
〇
年
）
に
お
い
て
歌
掛
け
の

旋
律
が
通
婚
圏
と
関
わ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
『
中
国
広
西
壮
族
歌
垣
調
査

記
録
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
を
公
刊
し
て
壮
族
の
比
喩
表
現
豊
か
な
歌
掛

け
の
世
界
に
つ
い
て
論
じ
た
。
さ
ら
に
、「
中
国
少
数
民
族
の
掛
け
歌
―
チ
ワ
ン
族
・

う
た
は
誰
に
向
か
っ
て
歌
い
か
け
ら
れ
る
の
か
―
」（
岡
部
他
編
『
歌
の
起
源
を
探
る　

歌
垣
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
に
お
い
て
壮
族
の
歌
掛
け
が
水
平
的
な
他
者

と
の
間
で
行
わ
れ
る
と
論
じ
、
歌
を
掛
け
合
う
男
女
の
関
係
を
垂
直
的
な
も
の
と
す

る
折
口
信
夫
氏
の
説
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
遠
藤
氏
は
『
モ
ソ
人
母
系
社
会
の
歌

世
界
調
査
記
録
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
に
お
い
て
雲
南
省
モ
ソ
人
歌
文
化

調
査
に
も
と
づ
く
歌
掛
け
資
料
を
提
示
し
、『
古
代
の
歌　

ア
ジ
ア
の
歌
文
化
と
日
本

古
代
文
学
』（
瑞
木
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
に
お
い
て
中
国
西
南
少
数
民
族
の
歌
文
化

調
査
に
よ
る
成
果
の
比
較
か
ら
歌
垣
の
生
態
論
的
研
究
を
進
め
た
。
さ
ら
に
、「
序
詞

に
お
け
る
音
と
意
味
―
ナ
シ
族
歌
謡
の
「
ゼ
ン
ジ
ュ
」
の
実
態
か
ら
―
」（『
共
立
女

子
大
学
・
共
立
女
子
短
期
大
学
総
合
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
三
号
「
中
国
少
数

（169）



社会イノベーション研究

063

民
族
歌
謡
に
お
け
る
、
音
・
意
味
・
文
字
」、
二
〇
一
七
年
二
月
）
で
は
万
葉
歌
の
序

詞
に
つ
い
て
納
西
族
の
掛
け
合
い
歌
の
修
辞
と
比
較
し
て
論
じ
、
歌
表
現
の
問
題
へ

と
研
究
を
展
開
さ
せ
て
い
る
。
皆
川
隆
一
氏
は
「
対
立
構
造
と
反
転
表
現
―
ヤ
ミ
族

の
掛
け
合
い
歌
―
」（
古
代
文
学
会
叢
書
Ⅰ
『
神
の
言
葉
・
人
の
言
葉 

―
〈
あ
わ
い
〉

の
言
葉
の
生
態
学
―
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
に
お
い
て
台
湾
原
住
民

族
の
掛
け
合
い
歌
の
反
転
表
現
の
問
題
に
つ
い
て
解
明
し
た
。
梶
丸
岳
氏
は
「
中
国

貴
州
省
羅
甸
県
プ
イ
族
の
「
年
歌
」
―
プ
イ
語
に
よ
る
長
詩
型
歌
掛
け
」（『
ア
ジ
ア

民
族
文
化
研
究
』
第
十
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
で
「
一
タ
ー
ン
」（
一
首
）
三
十
分

以
上
も
あ
る
長
大
な
歌
の
掛
け
合
い
に
つ
い
て
報
告
し
、
歌
詞
の
基
本
構
造
を
分
析

し
た
。
そ
し
て
、『
山
歌
の
民
族
誌　

歌
で
詞
藻
を
交
わ
す
』（
京
都
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
三
年
）
に
お
い
て
、
漢
語
で
歌
う
「
漢
歌
」
を
含
め
た
布
依
族
の
歌
文
化
の

世
界
を
多
角
的
に
論
じ
て
い
る
。
山
田
直
巳
氏
は
「
雲
南
省
大
理
白
族
の
葬
送
歌
唱

――
永
香
村
踏
葬
歌
」（『
ア
ジ
ア
民
族
文
化
研
究
』
第
十
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）

な
ど
に
お
い
て
白
族
の
葬
儀
の
場
で
の
歌
掛
け
に
つ
い
て
報
告
し
、「
文
化
的
な
下
敷

き
」
と
し
て
の
ス
ト
ー
リ
ー
（
歌
掛
け
の
流
れ
）
を
踏
ま
え
た
即
興
的
な
歌
掛
け
や

葬
送
儀
礼
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
先
の
富
田
氏
は
「
漢
代
に
お
け
る
詩
歌

の
文
字
化
と
異
文
に
つ
い
て
の
一
試
論
」（『
日
本
秦
漢
史
研
究
』
第
十
三
号
、

二
〇
一
三
年
三
月
）
な
ど
に
お
い
て
、
大
理
白
族
の
歌
の
文
字
化
と
異
文
発
生
と
い

う
事
象
を
手
が
か
り
に
漢
代
に
お
け
る
詩
歌
異
文
の
問
題
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
れ
は
歌
の
文
字
化
の
問
題
と
し
て
一
般
化
し
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、
万
葉
歌

に
つ
い
て
考
え
る
上
で
も
有
益
で
あ
る
。
筆
者
も
二
〇
〇
八
年
・
二
〇
〇
九
年
に
湖

南
省
鳳
凰
県
苗
族
の
歌
文
化
調
査
を
工
藤
・
岡
部
・
手
塚
各
氏
ら
と
と
も
に
行
い
、

二
〇
一
〇
年
か
ら
同
地
域
で
の
本
格
的
な
調
査
・
研
究
を
継
続
し
て
行
っ
て
き
て
い

る
。
二
〇
一
一
年
、
岡
部
・
手
塚
各
氏
と
と
も
に
『
歌
の
起
源
を
探
る　

歌
垣
』
を

編
集
し
、
東
ア
ジ
ア
の
歌
掛
け
文
化
の
全
体
像
を
提
示
し
よ
う
と
試
み
た
。
ま
た
、

こ
の
岡
部
氏
、
手
塚
氏
、
そ
し
て
張
氏
と
と
も
に
『
歌
を
掛
け
合
う
人
　々

東
ア
ジ

ア
の
歌
文
化
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
七
年
）
を
執
筆
し
、
掛
け
歌
の
歌
い
手
、
作

り
手
の
歌
の
技
の
秘
密
に
迫
っ
た
。
さ
ら
に
、「
万
葉
恋
歌
へ
の
架
橋
―
中
国
湖
南
省

鳳
凰
県
苗
族
の
歌
文
化
を
手
が
か
り
に
―
（
前
編
）」（『
伝
承
文
学
研
究
』
第
六
十
六

号
、
二
〇
一
七
年
八
月
）
な
ど
に
お
い
て
鳳
凰
県
苗
族
の
歌
文
化
と
の
比
較
を
手
が

か
り
に
日
本
古
代
歌
文
化
の
解
明
を
試
み
て
い
る
（
4
）。

こ
う
し
た
中
国
・
台
湾
な
ど
の
少
数
民
族
歌
文
化
調
査
や
そ
れ
を
踏
ま
え
た
比
較

研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
歌
掛
け
の
多
様
な
様
相
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
岡
部
氏

が
「
歌
垣
に
お
け
る
歌
と
は
何
か
―
中
国
少
数
民
族
歌
垣
文
化
か
ら
の
ま
な
ざ
し
―
」

（『
日
本
文
学
』
第
五
十
五
巻
第
五
号
、
二
〇
〇
六
年
五
月
、『
ア
ジ
ア
「
歌
垣
」
論
』

所
収
）
に
お
い
て
そ
の
比
較
の
意
義
を
説
く
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
歌
掛
け
の
多
様

な
様
相
を
手
が
か
り
と
す
る
こ
と
で
、
日
本
古
代
に
お
け
る
歌
垣
の
歌
か
ら
万
葉
歌

へ
と
い
う
道
筋
を
初
め
て
描
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
　
歌
掛
け
か
ら
の
歌
の
独
立

岡
部
氏
は
前
述
の
論
攷
に
お
い
て
雲
南
省
大
理
白
族
自
治
州
洱
源
県
喬
后
観
音
廟

歌
会
で
の
二
時
間
四
十
七
分
も
続
け
ら
れ
た
三
百
首
の
恋
の
歌
掛
け
を
分
析
し
、「
協

調
」
と
「
対
立
」
と
の
混
在
す
る
掛
け
合
い
が
幾
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返
す
こ

と
で
進
み
、
そ
の
持
続
に
は
歌
い
手
の
真
剣
さ
や
歌
の
力
の
程
度
が
関
わ
っ
て
い
る

と
論
じ
る
。
そ
し
て
、「
対
唱
歌
の
力
学
」（『
万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
』
第
八
号
、

二
〇
一
〇
年
三
月
、『
ア
ジ
ア
「
歌
垣
」
論
』
所
収
）
で
は
、
白
族
の
掛
け
合
い
の
歌

は
こ
の
よ
う
に
持
続
さ
れ
て
ゆ
く
も
の
で
「
現
在
的
」（「
そ
こ
で
固
定
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
次
の
歌
の
た
め
に
瞬
間
に
消
費
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
」）
で
あ
る
と

し
、
そ
れ
に
対
し
て
万
葉
歌
は
持
続
的
で
な
く
、「
瞬
間
に
消
費
さ
れ
る
こ
と
を
当
然

と
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

工
藤
氏
も
『
雲
南
省
ペ
ー
族
歌
垣
と
日
本
古
代
文
学
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
〇
六
年
）

に
お
い
て
、
雲
南
省
大
理
白
族
自
治
州
剣
川
県
石
宝
山
歌
会
で
の
六
時
間
弱
、

八
百
四
十
八
首
に
及
ぶ
恋
の
歌
掛
け
の
歌
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
参
集

し
た
多
く
の
人
々
の
な
か
で
行
わ
れ
る
白
族
の
恋
の
歌
掛
け
は
同
じ
よ
う
な
や
り
と

り
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
何
時
間
も
続
け
ら
れ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は

歌
一
首
は
相
手
の
歌
に
応
え
て
歌
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
次
へ
と
続
い
て
ゆ
く
一
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齣
に
過
ぎ
な
い
。
歌
い
手
の
思
い
が
こ
め
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
記
憶
に

残
る
よ
う
な
も
の
で
も
な
い
（
5
）。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
恋
の
歌
を
手
紙
に
書
い
て
相
手
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
な
こ

と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

白
族
歌
文
化
の
研
究
者
で
あ
り
、
優
れ
た
歌
い
手
で
も
あ
る
施
珍
華
氏
へ
の
岡
部

氏
の
聞
き
書
き
（
真
下
他
『
歌
を
掛
け
合
う
人
　々

東
ア
ジ
ア
の
歌
文
化
』。『
ア
ジ

ア
「
歌
垣
」
論
』
所
収
）
に
は
、
歌
の
掛
け
合
い
を
三
日
間
続
け
た
こ
と
が
あ
る
か

と
い
う
岡
部
氏
の
問
い
に
対
し
て
、
施
氏
が
「
二
回
あ
り
ま
す
。
一
回
目
は

一
九
五
七
年
の
時
で
す
。
二
人
の
姉
妹
の
よ
う
な
女
性
と
二
晩
歌
い
ま
し
た
。
ま
ず

一
晩
歌
い
、
昼
は
他
の
人
が
混
じ
っ
て
邪
魔
さ
れ
る
の
で
少
し
し
か
歌
い
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
次
の
日
の
晩
歌
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
手
紙
に
漢
字
で
歌
を
書
い
て
、
宛
字

で
手
紙
の
や
り
と
り
を
し
て
い
ま
し
た
」
と
答
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
岡
部

氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
続
け
て
括
弧
内
で
「
歌
い
手
が
、
本
主
曲
や
大
本
曲
を
漢
字

で
表
記
し
て
い
る
例
は
知
っ
て
い
る
が
、
白
族
の
歌
の
掛
け
合
い
を
手
紙
で
や
り
と

り
し
た
と
い
う
の
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
そ
の
意
味
で
施
さ
ん
の
手
紙
で
や
り
と

り
を
し
た
と
い
う
話
は
興
味
深
い
。
宛
字
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
歌
は
白
語
で
あ
る

か
ら
、
そ
れ
を
漢
字
で
表
す
に
は
、
日
本
語
を
漢
字
で
表
記
し
た
よ
う
に
、
白
語
を

訓
読
み
の
漢
字
や
音
読
み
の
漢
字
を
使
っ
て
表
記
す
る
し
か
な
く
、
そ
の
こ
と
を

言
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
知
識
人
で
あ
る
施
さ
ん
だ
か
ら
可
能

で
あ
っ
た
こ
と
で
、
相
手
の
女
性
も
ま
た
そ
れ
な
り
の
教
養
を
持
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
聞
き
逃
し
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
」
と
注
記
し
て

い
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
歌
が
歌
掛
け
の
場
を
離
れ
て
時
間
か
ら
自
由
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
歌
掛
け
の
場
で
は
相
手
の
歌
に
応
じ
て
す
ぐ
に
歌
い
返
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。
白
族
の
歌
掛
け
で
は
、
近
年
は
三
弦
の
伴
奏
が
つ
く
こ
と
も
あ
る
が
、

本
来
は
無
伴
奏
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
直
ち
に
歌
い
返
さ
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
で
は
必
ず
し
も
な
い
。
と
は
い
え
、
あ
ま
り
に
長
く
間
を
置
く
わ
け
に
は
ゆ
か

な
い
。
そ
の
わ
ず
か
な
時
間
に
考
え
る
こ
と
は
歌
掛
け
の
流
れ
を
い
く
ら
か
意
識
し

つ
つ
、
相
手
の
歌
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
歌
い
返
す
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

筆
者
は
以
前
、
工
藤
氏
『
雲
南
省
ペ
ー
族
歌
垣
と
日
本
古
代
文
学
』
の
歌
掛
け
資

料
に
つ
い
て
白
族
の
歌
掛
け
の
継
ぎ
方
に
つ
い
て
調
査
を
試
み
た
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
そ
れ
に
よ
る
と
相
手
の
歌
の
一
首
八
句
体
の
最
後
の
句
を
承
け
て
第
一
句
で
ほ

ぼ
同
じ
に
繰
り
返
す
、
ま
た
は
要
約
す
る
か
た
ち
が
最
も
多
く
、
資
料
の
一
つ
で
あ

る
約
六
時
間
に
及
ぶ
全
八
百
四
十
八
首
の
歌
掛
け
資
料
で
は
約
三
十
二
・
〇
パ
ー
セ

ン
ト
、
著
名
な
歌
い
手
た
ち
が
三
弦
を
弾
い
て
行
っ
た
約
三
十
八
分
、
四
十
一
首
の

歌
掛
け
資
料
で
は
六
十
七
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
さ
ら
に
高
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ

た
（
6
）。
も
っ
と
も
、
こ
の
数
値
は
筆
者
の
認
定
に
も
と
づ
く
結
果
で
あ
る
の
で
、
そ

の
認
定
の
仕
方
に
よ
っ
て
い
く
ら
か
の
揺
れ
は
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
お
お
よ
そ
の
傾

向
を
示
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
後
者
の
著
名
な
歌
い
手
た
ち
は
「〝
歌
競
べ
〟

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
」（

7
）
で
あ
る
の
に
、
多
様
な
継
ぎ
方
を
す

る
の
で
な
く
、
全
体
の
三
分
の
二
ほ
ど
が
相
手
の
歌
の
最
後
の
句
を
繰
り
返
す
よ
う

に
し
て
歌
い
出
し
て
い
る
の
は
三
弦
の
伴
奏
が
付
い
て
間
を
置
か
ず
に
歌
わ
ね
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
と
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
鸚
鵡
返
し
の
よ

う
な
歌
の
継
ぎ
方
が
白
族
の
歌
掛
け
の
主
要
な
か
た
ち
の
一
つ
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
こ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
白
族
の
歌
掛
け
で
は
多
く
の
場
合
、
相
手
の

歌
の
意
味
内
容
を
承
け
て
展
開
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
歌
一
首
が
歌
い
手
の

思
い
が
こ
め
ら
れ
た
重
い
内
容
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
歌
を
手
紙
に
書
い
て
相
手
に
送
り
、
ま
た
送
ら
れ
て
き
た
歌
に
対
し
て

答
え
の
歌
を
送
り
返
す
と
い
う
の
は
、
歌
を
考
え
る
た
め
の
時
間
が
制
約
を
受
け
る

こ
と
な
く
、
自
由
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
対
面
で
の
歌
掛
け
の
よ

う
に
繰
り
返
し
歌
を
交
わ
し
合
う
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
に
歌
一
首
に
こ
め
ら
れ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
重
い
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
ゆ
く
。

こ
れ
は
ま
さ
に
、
歌
掛
け
の
世
界
か
ら
の
歌
の
独
立
と
い
う
べ
き
こ
と
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
た
だ
、
残
念
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
歌
が
手
紙
に
書
か
れ
て
相
手
に
送

ら
れ
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
、
手
紙
に
恋
の
歌
を
書
い
て
相
手
に
届
け
る
こ
と
は
広
西
壮
族
自
治

区
武
鳴
県
の
壮
族
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。
手
塚
氏
は
「
口
頭
伝
承
の
な
か
で
う
た

を
書
く
と
い
う
こ
と
」（『
万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
』
第
八
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
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の
な
か
で
そ
れ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
武
鳴
県
の
壮
族
で
は
、
歌
掛
け
祭
り
な
ど
で
歌
を
掛
け
合
っ
て

楽
し
む
な
ど
の
ほ
か
、
男
性
が
恋
の
歌
を
紙
に
書
い
て
人
を
介
し
て
、
ま
た
は
自
ら

の
手
で
相
手
ま
た
は
そ
の
友
だ
ち
の
女
性
に
渡
す
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
い
う
。
町
で

定
期
的
に
開
か
れ
る
市
で
ひ
そ
か
に
手
渡
し
、
自
分
自
身
で
直
接
渡
す
場
合
で
あ
っ

て
も
「
あ
る
人
か
ら
の
お
便
り
で
す
」
と
言
っ
て
さ
り
げ
な
く
渡
す
の
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
女
性
た
ち
は
通
常
、
壮
族
の
文
字
（
方
塊
字
）
を
読
む
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
そ
の
場
合
村
の
歌
上
手
な
男
性
に
読
み
聞
か
せ
て
も
ら
い
、
返
歌
を
作
っ

て
も
ら
っ
て
紙
に
書
い
て
も
ら
っ
た
上
で
相
手
に
返
す
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
手
塚
氏
は
そ
の
例
と
し
て
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
男
性
が
一
九
四
〇
年
代
に
一

人
の
女
性
に
贈
っ
た
歌
、

花
が
ひ
と
つ　

赤
く　

て
ら
て
ら
と

高
い
楼
の
頂
に
咲
い
て
い
る

妹
よ　

手
に
取
ろ
う
と
思
う
の
だ
が

私
の
鈎
は
短
す
ぎ
る

を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
歌
の
作
者
は
こ
れ
に
つ
い
て
、「
恋
歌
は
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ

て
き
た
表
現
で
う
た
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
る
べ
く
典
拠
の
あ
る
言
い
回
し
を

使
う
の
が
、
相
手
を
尊
重
す
る
こ
と
に
な
る
。
相
手
だ
っ
て
そ
う
し
て
く
る
の
だ
か

ら
、
同
じ
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。」
と
説
明
し
た
と
い
う
。
こ
の
説
明
の
「
恋

歌
」
が
こ
の
よ
う
な
紙
に
書
か
れ
た
恋
歌
の
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
と
も
恋
の
歌
掛
け

の
歌
を
も
含
む
も
の
な
の
か
明
ら
か
で
な
く
、
恋
の
歌
掛
け
の
歌
と
こ
の
よ
う
な
贈

答
歌
と
の
作
歌
上
、
表
現
上
の
違
い
が
あ
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い

が
、
何
度
も
歌
掛
け
が
繰
り
返
さ
れ
る
な
か
の
一
首
と
は
異
な
っ
て
、
作
者
の
思
い

が
こ
め
ら
れ
た
重
い
一
首
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
歌
掛
け
は
対
面
し
て
の

も
の
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
相
手
の
反
応
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
で
も
歌
っ
て
流
れ

を
作
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
や
り
と
り
す

る
歌
の
贈
答
は
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に

こ
め
ら
れ
た
作
者
の
思
い
の
重
み
は
お
の
ず
か
ら
異
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
よ
う
。

壮
族
の
歌
掛
け
も
、
先
の
白
族
の
そ
れ
と
同
様
、
長
時
間
続
け
ら
れ
る
の
が
特
徴

で
あ
り
（
8
）、
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
歌
掛
け
の
世
界
か
ら
こ
の
よ
う
な
歌
が
独
立
し
て

き
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
着
目
し
た
い
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
な
ぜ
紙
に
恋
歌
を
書

い
て
贈
答
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
道
筋
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
そ

こ
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
文
字
に
よ
る
歌
の
贈
答
以
前
に
口
頭
で
の
歌

の
贈
答
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
わ
か
ら
な
い
。

こ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
筆
者
が
調
査
・
研
究
を
進
め
る
湖
南
省
鳳
凰
県
苗
族

に
お
い
て
次
に
考
え
る
こ
と
と
し
よ
う
。

三
　
湖
南
省
鳳
凰
県
苗
族
の
歌
の
贈
答

鳳
凰
県
の
苗
族
の
人
々
も
歌
を
紙
に
書
い
て
相
手
に
届
け
て
き
た
。
そ
れ
に
つ
い

て
は
以
前
に
も
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
（
9
）
が
、
苗
族
の
場
合
は
白
族
や
壮
族
の
場
合

と
違
っ
て
恋
歌
の
贈
答
で
は
な
く
、
友
人
・
知
人
の
受
賞
や
栄
転
、
子
・
孫
誕
生
な

ど
の
祝
い
や
病
気
見
舞
い
、
葬
儀
の
弔
慰
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
歌
を
贈
答
す

る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
こ
と
と
し
て
、
苗
族
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の

は
文
字
に
記
さ
ず
、
口
頭
で
歌
の
贈
答
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

次
の
歌
は
鳳
凰
県
民
族
局
の
唐
建
福
氏
が
採
集
し
た
も
の
で
あ
る
（
10
）。

A他
の
人
が
あ
な
た
に
送
る
の
は
贈
り
物
の
品
で
す
が
、
わ
た
し
が
あ
な
た
に
送

る
の
は
歌
で
す
／
あ
な
た
と
わ
た
し
は
愛
し
合
っ
て
何
年
か
が
経
ち
ま
し
た
／

わ
た
し
の
記
憶
の
な
か
で
は
あ
た
か
も
今
日
の
こ
と
の
よ
う
で
す
／
（
以
上
、

第
一
聯
）

か
つ
て
わ
た
し
た
ち
は
一
緒
に
い
ま
し
た
が
、
い
ま
再
び
会
う
こ
と
は
む
ず
か

し
く
な
り
ま
し
た
／
わ
た
し
は
こ
の
世
で
（
前
世
に
受
け
た
）
愛
情
の
す
べ
て

の
債
務
を
返
し
ま
し
た
／
こ
れ
以
上
気
に
か
け
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
わ
た
し

た
ち
二
人
は
別
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
／
（
以
上
、
第
二
聯
）

わ
た
し
は
以
前
は
こ
の
よ
う
な
い
ま
の
こ
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
／
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実
は
い
ま
の
わ
た
し
は
自
分
で
牢
獄
を
作
っ
て
這
っ
て
入
り
込
ん
だ
よ
う
な
も

の
で
す
／
い
ま
そ
の
こ
と
に
文
句
を
言
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
／
（
以
上
、
第
三

聯
）

子
ど
も
は
み
ん
な
あ
な
た
が
育
て
ま
し
た
／
こ
れ
か
ら
あ
な
た
は
世
の
中
の
福

を
い
っ
ぱ
い
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
／
わ
た
し
は
ひ
と
り
思
い
悩
む
ば
か
り

で
す
／
（
以
上
、
第
四
聯
）

Bあ
な
た
は
茅
を
な
く
し
ま
し
た
が
、
そ
の
代
わ
り
に
青
い
草
を
も
ら
い
ま
し
た

／
わ
た
し
は
昔
の
佳
人
（
あ
な
た
）
が
届
け
て
く
れ
た
気
配
り
（
歌
）
に
は
感

謝
し
て
い
ま
す
／
あ
な
た
は
悩
み
や
憂
い
も
届
け
て
き
て
わ
た
し
の
身
に
加
え

ま
し
た
／
（
以
上
、
第
一
聯
）

松
明
の
火
が
途
中
で
消
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
本
当
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で

し
た
／
そ
の
当
時
は
わ
た
し
は
前
に
進
む
の
が
よ
い
か
後
ろ
に
退
く
の
が
よ
い

か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
／
わ
た
し
は
救
い
の
星
を
呼
び
ま
し
た
が
、
遙
か
彼

方
の
空
に
い
る
の
で
助
け
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
／
（
以
上
、
第
二
聯
）

画
眉
鳥
は
か
つ
て
わ
た
し
の
手
も
と
に
い
ま
し
た
／
一
度
逃
げ
出
し
た
も
の
を

ま
た
誘
い
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
／
わ
た
し
は
た
だ
嘆
い
て
黙
っ
て
い
る
だ

け
で
す
／
（
以
上
、
第
三
聯
）

孵
っ
た
ば
か
り
の
雛
は
ま
だ
巣
か
ら
出
て
い
ま
せ
ん
／
痩
せ
て
や
せ
て
た
く
さ

ん
の
日
に
ち
が
経
ち
ま
し
た
／
あ
な
た
は
そ
れ
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
の
で
す
か

ら
、
い
ま
は
羨
ま
し
い
と
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
／
（
以
上
、
第
四
聯
）（
11
）

こ
れ
ら
は
三
句
四
聯
形
式
の
歌
で
、
妻
だ
っ
た
女
性
が
贈
っ
た
歌
（
A
）
と
そ
れ

に
答
え
た
夫
だ
っ
た
男
性
の
歌
（
B
）
で
あ
る
。
唐
氏
に
よ
る
と
、
二
〇
一
〇
年
当

時
勤
務
し
て
い
た
畜
牧
生
産
局
の
上
司
麻
文
平
氏
（
一
九
六
六
年
生
、
元
山
江
鎮
役

所
勤
務
、
現
民
族
局
幹
部
）
と
苗
族
の
歌
の
こ
と
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
る
と
、
麻

氏
が
「
き
み
は
優
れ
た
苗
族
の
歌
を
も
う
集
め
た
の
か
」
と
尋
ね
て
、
こ
の
贈
答
歌

と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
こ
ん
な
話
で
あ
っ
た
。
あ
る
夫
婦
に
は
子
ど
も
が
い
た
が
、妻
は
村
に
や
っ

て
来
た
金
持
ち
の
瓦
焼
き
職
人
と
駆
け
落
ち
を
し
て
し
ま
っ
た
、
そ
の
後
何
年
か
を

経
て
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
妻
は
夫
や
子
ど
も
の
こ
と
を
思
っ
て
他
の
人
に
頼
ん
で

歌
一
首
（
A
）
を
贈
っ
て
何
と
か
よ
り
を
戻
し
た
い
と
願
っ
た
、
し
か
し
夫
は
そ
れ

を
拒
む
歌
（
B
）
を
返
し
た
、
と
。

こ
の
歌
と
話
は
山
江
鎮
地
区
の
ど
こ
か
の
村
で
口
伝
え
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
、
麻
氏
は
そ
の
役
所
に
勤
務
し
て
い
た
と
き
に
村
人
か
ら
聞
い
た
の
で
あ
ろ

う
、
話
の
内
容
か
ら
す
る
と
こ
れ
は
一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
八
〇
年
代
初
め
の
で
き

ご
と
だ
っ
た
よ
う
だ
、
優
れ
た
歌
な
の
で
伝
え
ら
れ
て
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
歌
は
各
聯
そ
れ
ぞ
れ
が
対
に
な
っ
て
い

て
美
し
く
比
喩
表
現
も
巧
み
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
本
人
た
ち
が
作
っ

た
も
の
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
も
歌
師
（
歌
の
先
生
。
専
門
家
）
に
依
頼
し
て
作
っ
て

も
ら
っ
て
友
人
・
知
人
な
ど
に
託
し
て
口
頭
で
伝
え
て
も
ら
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
、

と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
歌
師
で
は
な
い
一
般
の
仲
介
者
は
歌
の
こ

と
ば
を
話
し
て
伝
え
る
の
だ
と
い
う
（
12
）。

苗
族
は
自
民
族
の
文
字
を
持
っ
て
い
な
い
（
13
）。
歌
師
た
ち
は
苗
語
に
近
い
音
の
漢

字
を
宛
て
て
歌
を
書
き
記
し
て
い
る
が
、
一
般
の
人
々
が
こ
う
し
て
漢
字
を
用
い
て

歌
を
記
す
こ
と
は
通
常
は
あ
り
得
ず
、
こ
の
歌
を
仲
介
し
た
人
物
が
口
頭
で
伝
え
た

と
い
う
こ
と
は
疑
い
あ
る
ま
い
。

歌
師
本
人
が
贈
答
歌
を
相
手
と
出
会
っ
て
口
頭
で
伝
え
る
こ
と
は
い
ま
も
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
際
、
歌
掛
け
の
場
合
と
異
な
り
、
歌
わ
ず
詠
誦
す
る
の
だ
と
い
う
。

早
斉
村
の
歌
師
呉
加
貴
氏
は
両
林
村
の
歌
師
隆
興
順
氏
と
歌
を
贈
答
し
て
い
る
。

呉
氏
は
二
〇
一
五
年
八
月
、
板
如
村
の
寺
院
鳳
凰
庵
で
農
暦
六
月
十
八
日
の
観
音
の

祭
り
に
出
か
け
て
行
き
、
隆
氏
に
会
っ
た
と
い
う
。
隆
氏
は
そ
の
年
の
農
暦
六
月
六

日
に
勾
良
村
で
行
わ
れ
た
歌
掛
け
大
会
に
お
い
て
一
位
と
な
っ
た
。
呉
氏
は
そ
の
こ

と
を
祝
っ
て
そ
の
場
で
歌
を
作
っ
て
口
頭
で
贈
っ
た
の
で
あ
る
。
隆
氏
は
翌
朝
歌
を

作
っ
て
（
14
）、
後
日
電
話
で
歌
を
返
し
た
と
い
う
。

そ
の
贈
答
歌
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

〈
呉
加
貴
氏
の
歌
〉

し
ば
ら
く
お
目
に
か
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
お
会
い
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
／
あ
な
た
が
た
に
手
紙
を
書
き
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
／
出
来

（165）
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が
よ
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
大
目
に
見
て
く
だ
さ
い
／
（
以
上
、
第

一
聯
）

あ
な
た
が
た
の
今
年
の
収
穫
は
本
当
に
優
れ
て
い
ま
す
／
ど
の
稲
に
も
三
つ
の

稲
穂
つ
く
ほ
ど
た
わ
わ
に
実
り
ま
し
た
／
農
業
の
発
展
を
袁
隆
平
氏
に
感
謝
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
／
（
以
上
、
第
二
聯
）

ウ
ー
ル
の
服
の
方
が
価
値
が
あ
り
ま
す
／
木
綿
を
着
て
い
る
人
な
ん
て
見
当
た

り
ま
せ
ん
／
箱
に
放
り
込
ん
で
虫
に
食
わ
せ
る
し
か
な
い
の
で
す
／
（
以
上
、

第
三
聯
）

ビ
ル
を
建
て
る
の
に
、
瓦
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
え

ば
頑
丈
に
な
り
ま
す
／
桶
を
持
っ
て
（
瓦
を
焼
く
）
漢
人
は
餓
え
る
し
か
な
い

の
で
す
／
（
以
上
、
第
四
聯
）

〈
隆
興
順
氏
の
返
歌
〉

ご
丁
寧
に
、
ご
苦
労
様
で
す
／
お
嬢
さ
ん
、
あ
な
た
は
惜
し
げ
も
な
く
銀
を
使
っ

て
装
っ
て
い
ま
す
／
美
し
く
着
飾
る
こ
と
が
で
き
て
、
銀
匠
の
御
恩
は
忘
れ
ま

せ
ん
／
（
以
上
、
第
一
聯
）

金
持
ち
に
な
る
道
は
七
十
二
通
り
あ
り
ま
す
／
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
私
は
も
っ

と
努
力
し
た
い
で
す
／
た
だ
結
果
が
ど
う
な
る
の
か
は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
／

（
以
上
、
第
二
聯
）

苗
族
の
秤
だ
ろ
う
と
漢
族
の
秤
だ
ろ
う
と
、
呼
び
方
が
違
う
だ
け
で
す
／
半
斤

は
八
両
で
す
／
数
え
て
み
れ
ば
ど
ち
ら
も
一
緒
で
す
／
（
以
上
、
第
三
聯
）

あ
な
た
が
骨
董
品
を
よ
そ
へ
置
い
て
い
る
の
は
／
二
流
品
と
混
ぜ
る
の
が
嫌
だ

か
ら
で
し
ょ
う
／
そ
の
宝
物
が
、
誰
か
に
盗
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
／

（
以
上
、
第
四
聯
）（
15
）

こ
れ
ら
の
歌
に
は
比
喩
表
現
が
多
用
さ
れ
て
本
意
と
の
間
に
は
か
な
り
の
距
離
が

あ
る
が
、
そ
の
本
意
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
呉
氏
の
歌
は
、
あ
な
た
は
有
名
な
歌
師
で
弟
子
た
ち
も
優
れ
た
成
績
を
収

め
て
お
り
、
苗
族
の
歌
が
発
展
し
た
こ
と
を
あ
な
た
に
感
謝
せ
ね
ば
な
ら
な
い
（
第

二
聯
）、
あ
な
た
は
わ
た
し
よ
り
ず
っ
と
価
値
が
あ
る
、
わ
た
し
は
何
の
役
に
も
立
た

な
い
（
第
三
聯
）、
わ
た
し
の
よ
う
に
新
し
い
も
の
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
者
に
は
や

り
が
い
が
な
い
（
第
四
聯
）、
と
い
う
も
の
で
、
呉
氏
を
讃
え
て
自
ら
を
謙
遜
す
る
。

こ
れ
に
対
す
る
隆
氏
の
歌
は
、
あ
な
た
は
わ
た
し
の
歌
が
上
手
で
も
そ
う
で
な
く
て

も
賞
賛
し
て
く
れ
る
の
で
こ
の
よ
う
な
栄
誉
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
、
わ
た
し
は

あ
な
た
の
ご
恩
を
忘
れ
な
い
（
第
一
聯
）、わ
た
し
も
も
っ
と
よ
い
歌
を
作
り
た
い
（
第

二
聯
）、
あ
な
た
も
わ
た
し
も
似
た
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
同
じ
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
に

わ
た
し
の
こ
と
を
ほ
め
な
い
で
ほ
し
い
（
第
三
聯
）、
あ
な
た
は
よ
い
歌
を
持
っ
て
い

る
の
に
、
わ
た
し
た
ち
と
一
緒
に
歌
会
の
舞
台
に
上
が
り
た
が
ら
な
い
の
は
、
わ
た

し
た
ち
に
盗
ら
れ
る
の
を
恐
れ
て
い
る
か
ら
で
す
か
（
第
四
聯
）、
と
い
う
も
の
で
、

や
は
り
相
手
を
賞
賛
し
、
自
ら
を
へ
り
く
だ
っ
て
歌
う
。
そ
の
一
方
で
、
歌
師
は
自

分
の
歌
の
レ
ベ
ル
を
示
す
た
め
、
し
ば
し
ば
中
国
文
化
、
漢
語
を
取
り
込
ん
で
比
喩

と
す
る
。
呉
氏
の
歌
の
第
二
聯
「
農
業
」、「
袁
隆
平
」
な
ど
は
そ
れ
に
該
当
し
、「
苗

族
の
歌
」「
あ
な
た
（
隆
氏
）」
を
そ
れ
ぞ
れ
表
す
。
ま
た
、隆
氏
の
歌
の
第
一
聯
「
娘
」

は
「
わ
た
し
の
歌
」、「
銀
」
は
「
あ
な
た
が
送
っ
て
き
た
歌
」、「
美
し
く
着
飾
る
」

は
「
栄
誉
を
獲
得
し
た
」
と
い
う
意
味
を
表
す
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
呉
氏
の
歌
で
は
第
一
聯
で
「
手
紙
を
書
き
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
」
と
歌
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
実
際
に
は
出
会
っ
た
と
き
に
口
頭
で
伝
え
た
の
で

あ
る
が
、
手
紙
の
歌
と
し
て
贈
る
か
た
ち
を
装
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
隆
氏
は
い

つ
も
は
手
紙
で
歌
を
贈
答
す
る
が
、
こ
の
と
き
は
後
日
電
話
で
伝
え
て
い
る
の
は
、

相
手
に
合
わ
せ
て
歌
を
返
す
の
が
礼
儀
と
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
呉
氏
は
、
隆
氏
は
書
の
レ
ベ
ル
が
上
な
の
で
、
隆
氏
に
対
し
て
は
い
つ
も
こ
と

ば
で
伝
え
て
詠
誦
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
歌
が
書
か
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

こ
う
し
た
書
の
レ
ベ
ル
と
い
う
問
題
も
関
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
手
紙
に
は
一
定
の
体
裁
と
形
式
が
あ
る
。
こ
れ
を
五
日
に
一
度
（
以

前
は
七
日
に
一
度
）
近
く
の
町
で
開
か
れ
る
市
で
出
会
っ
た
、
相
手
の
歌
師
が
住
む

村
の
人
に
託
す
る
。
そ
の
手
紙
を
受
け
取
る
と
そ
の
歌
を
黙
読
、
ま
た
は
節
を
付
け

て
呟
き
読
む
（
詠
誦
す
る
）。
黙
読
す
る
場
合
は
歌
の
意
味
内
容
を
理
解
で
き
る
が
、

歌
の
こ
と
ば
は
記
憶
し
に
く
い
の
で
、自
分
は
節
を
付
け
て
読
ん
で
い
る
と
い
う
（
16
）。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
手
紙
で
歌
を
贈
答
す
る
こ
と
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
書

か
れ
た
歌
を
読
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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苗
族
の
人
々
は
学
校
教
育
で
他
民
族
の
文
字
で
あ
る
漢
字
を
習
得
す
る
。
歌
師
た

ち
は
そ
の
文
字
を
用
い
て
苗
語
の
歌
を
書
き
記
す
が
、
そ
も
そ
も
苗
語
は
中
国
語
と

母
音
や
子
音
、
声
調
が
異
な
っ
て
い
て
嚴
密
に
漢
字
音
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、

鳳
凰
県
苗
族
の
な
か
で
正
書
法
は
存
し
な
い
。
歌
師
た
ち
は
各
々
、
思
い
思
い
に
漢

字
を
充
て
て
書
き
記
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
書

か
れ
て
い
る
歌
で
は
あ
る
が
、
歌
の
知
識
を
有
す
る
歌
師
で
あ
れ
ば
、
一
つ
の
文
字

が
苗
語
の
ど
の
こ
と
ば
に
充
て
ら
れ
た
も
の
か
わ
か
ら
な
く
と
も
、
歌
の
表
現
と
し

て
考
え
、
そ
の
前
後
か
ら
判
断
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
贈
答
歌
は
時
間
的
な
制
約
を
受
け
る
こ
と

な
く
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
歌
掛
け
の
場
を
離
れ
、
山
羊
の
番
を
し
た
り
、
作
業
小

屋
に
泊
ま
り
込
ん
だ
り
、
池
で
魚
釣
り
の
糸
を
垂
れ
た
り
な
ど
し
な
が
ら
、
頭
の
な

か
で
歌
を
作
っ
て
自
在
に
推
敲
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
表

現
を
練
る
た
め
の
十
分
な
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
の
可
能
な
歌
作
は
歌
表
現
を
深
化

さ
せ
る
条
件
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
歌
の
贈
答
と
い
う
習
俗
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

岡
部
氏
の
聞
き
書
き
に
み
え
る
大
理
白
族
の
施
氏
の
事
例
で
は
二
晩
歌
掛
け
を
続

け
た
後
も
手
紙
で
歌
の
や
り
と
り
を
し
た
と
い
う
が
、
二
晩
の
歌
掛
け
で
も
歌
い
き

れ
ず
、
次
の
歌
会
の
機
会
ま
で
待
て
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
五
七
年
の
こ
と
と
い
う
が
、
こ
う
し
た
こ
と
が
当
時
施
氏
な
ど
ご
く
限
ら
れ
た

人
々
に
お
い
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
、
白
族
の
人
々
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
こ
と
で

あ
っ
た
の
か
、
残
念
な
が
ら
そ
の
広
が
り
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
、

「
昼
は
他
の
人
が
混
じ
っ
て
邪
魔
さ
れ
る
の
で
少
し
し
か
歌
」
わ
ず
夜
に
歌
う
と
あ

り
、
夜
は
衆
人
を
避
け
て
歌
を
掛
け
合
う
機
会
だ
っ
た
わ
け
で
、
手
紙
が
人
目
を
避

け
る
歌
掛
け
の
手
段
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
広

西
壮
族
自
治
区
武
鳴
県
壮
族
の
事
例
で
は
、
手
塚
氏
に
よ
る
と
、
歌
会
の
場
で
は
恋

の
歌
掛
け
も
歌
競
べ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ
を
避
け
て
手
紙
で
恋
歌
を
贈
答

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
17
）。
歌
会
に
お
い
て
歌
掛
け
の
歌
の
優
劣

を
競
う
と
い
う
歌
競
べ
の
要
素
の
強
ま
り
が
恋
の
成
就
の
妨
げ
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
な
の
で
あ
ろ
う
。

筆
者
の
調
査
す
る
鳳
凰
県
苗
族
の
恋
の
歌
掛
け
は
人
々
の
集
ま
る
市
の
場
で
は
な

く
、
人
目
を
避
け
て
そ
の
帰
り
道
で
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
逢
会
に
お
い
て
繰
り
返
さ

れ
る
（
18
）
が
、
歌
競
争
に
は
な
ら
な
い
。
苗
族
の
祝
宴
で
の
歌
師
た
ち
に
よ
る
歌
掛

け
で
は
比
喩
表
現
や
押
韻
な
ど
に
つ
い
て
の
厳
格
な
定
め
が
あ
っ
て
歌
師
の
歌
の
技

が
人
々
の
批
評
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
恋
の
歌
掛
け
で
は
若
い
男
女
は
ひ

た
す
ら
相
手
側
を
立
て
、
比
喩
表
現
に
つ
い
て
の
定
め
に
反
し
た
と
し
て
も
そ
れ
を

咎
め
な
い
と
い
う
緩
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
行
わ
れ
る
。
男
性
側
に
と
っ
て
は
恋

の
成
就
が
目
的
な
の
で
あ
っ
て
、
優
れ
た
歌
を
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
女
性
側
に
そ
の

魅
力
を
感
じ
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
女
性
側
を
困
ら
せ
る
よ
う
な
ふ

る
ま
い
な
ど
や
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
鳳
凰
県
苗
族
の
場
合
、
恋
の
歌

掛
け
は
人
目
を
避
け
て
行
わ
れ
、
ま
た
日
常
的
な
逢
会
の
機
会
も
あ
り
、
さ
ら
に
は

手
紙
の
場
合
に
は
歌
の
記
述
・
読
解
の
問
題
も
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
使
者
を

介
し
た
手
紙
や
口
頭
で
の
恋
歌
の
贈
答
は
一
般
的
に
は
存
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。こ

れ
に
対
し
て
、
友
人
・
知
人
の
慶
弔
な
ど
に
対
す
る
贈
答
歌
は
、
恋
歌
の
贈
答

と
は
事
情
が
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
人
々
の
社
会
生
活
の
変
化
、

複
雑
化
に
伴
っ
て
、
伝
統
的
な
人
生
儀
礼
に
加
え
て
慶
事
の
多
岐
化
、
多
様
化
が
生

じ
、
そ
の
よ
う
な
機
会
に
個
人
と
し
て
歌
を
贈
っ
て
直
接
的
に
個
人
へ
の
慶
弔
の
意

を
表
す
と
い
う
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
結
婚
式
の
よ

う
な
伝
統
的
な
人
生
儀
礼
の
場
で
は
主
人
側
と
客
側
と
の
間
で
儀
礼
的
な
歌
掛
け
が

行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
よ
り
小
さ
な
慶
事
な
ど
の
場
合
に
は
祝
宴
が
開
か
れ
ぬ
よ
う

な
こ
と
も
あ
り
、
祝
い
の
品
を
贈
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
個
人
と
し
て
祝
意
を
表
す

た
め
に
歌
が
贈
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
か
と
想
像
さ
れ
る
。
鳳
凰
県
苗
族
の
歌

掛
け
の
歌
に
は
多
様
な
形
式
と
内
容
が
あ
っ
て
、
歌
の
好
き
な
夫
婦
は
毎
日
の
生
活

の
な
か
で
会
話
す
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
つ
い
て
歌
を
掛
け
合
い
、
ま
た
歌

師
た
ち
は
道
で
出
会
っ
た
よ
う
な
と
き
も
歌
を
掛
け
合
っ
て
交
流
し
て
き
た
と
い

う
。
こ
う
し
た
日
常
的
な
歌
掛
け
の
行
わ
れ
る
よ
う
な
豊
か
な
口
頭
の
歌
文
化
の
な

か
で
こ
の
よ
う
な
贈
答
歌
が
生
ま
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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四
　
文
字
の
役
割

苗
族
は
自
民
族
の
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
鳳
凰
県
苗
族
で
は
、
少
な

く
と
も
中
華
民
国
時
代
か
ら
は
漢
字
を
用
い
て
歌
を
書
き
記
し
て
き
た
（
19
）。
今
日
、

口
頭
で
歌
が
次
々
に
生
み
出
さ
れ
る
一
方
で
、
こ
う
し
て
書
き
記
さ
れ
て
も
い
る
。

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
鳳
凰
県
苗
族
社
会
は
「
歌
の
書
か
れ
は
じ
め
た
社
会
」

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
の
歌
に
お
け
る
文
字
の
関
わ
り
の
様
相
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
古
代
に
お
け
る
こ
う
し
た
様
相
を
推
定
す
る
手
が
か

り
が
得
ら
れ
る
と
考
え
る
。

こ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
別
稿
に
お
い
て
詳
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
20
）

が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
な
が
ら
歌
に
お
け
る
文
字
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と

す
る
。

ま
ず
、
歌
を
な
ぜ
書
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

歌
師
た
ち
は
役
所
や
村
人
か
ら
依
頼
さ
れ
た
歌
や
自
ら
の
折
々
の
思
い
を
歌
っ
た

歌
な
ど
を
作
る
が
、
そ
れ
を
後
で
ゆ
っ
く
り
と
記
録
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な

多
忙
な
状
況
で
あ
れ
ば
、
紙
片
な
ど
に
忘
れ
な
い
よ
う
書
き
記
し
て
お
く
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
七

樹
村
の
歌
師
呉
求
安
氏
は
歌
作
し
た
五
首
程
度
の
歌
な
ら
一
週
間
、

一
首
な
ら
一
ヶ
月
記
憶
し
て
い
る
と
い
う
が
、
家
畜
の
山
羊
の
お
産
に
立
ち
会
う
事

態
が
生
じ
る
と
そ
れ
に
忙
殺
さ
れ
て
歌
が
霧
散
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
作
っ
た
歌

を
そ
の
場
で
紙
片
に
書
き
留
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
紙
片
は
大
切
に
保
管

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
後
で
時
間
の
で
き
た
と
き
な
ど
に
歌
は
保
存
し
や
す
い

ノ
ー
ト
類
に
記
録
さ
れ
、
紙
片
は
価
値
を
失
い
、
い
つ
の
間
に
か
紛
れ
て
し
ま
う
。

こ
こ
で
歌
を
文
字
で
書
く
の
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
だ
れ

で
も
が
音
声
化
で
き
る
よ
う
な
完
全
な
表
記
で
は
な
い
が
、
自
分
が
忘
れ
な
い
手
が

か
り
に
な
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
文
字
が
備
忘
の
役
割
を
果
た
す
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
場
合

も
あ
る
。

そ
れ
は
歌
創
作
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
歌
師
が
依
頼
さ
れ
た
歌
な
ど
を
作
る

と
き
、
頭
の
な
か
で
歌
を
生
み
出
す
歌
師
が
多
い
が
、
歌
を
書
い
て
作
る
歌
師
も
い

る
。
こ
の
よ
う
な
歌
師
も
祝
宴
な
ど
に
お
け
る
歌
掛
け
で
は
頭
の
な
か
で
歌
を
生
み

出
し
て
い
る
。
そ
の
歌
師
が
歌
掛
け
の
場
を
離
れ
て
歌
を
作
る
と
き
ペ
ン
を
執
っ
て

歌
を
書
く
が
、
そ
の
際
し
ば
し
ば
歌
う
の
と
は
異
な
る
句
順
で
歌
を
書
き
記
す
こ
と

が
あ
る
。
実
は
、
こ
れ
は
そ
の
順
序
で
歌
が
生
み
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。

頭
の
な
か
で
ひ
と
ま
ず
歌
が
で
き
て
、
そ
れ
を
調
整
・
推
敲
す
る
過
程
で
お
お
よ
そ

動
か
ぬ
句
を
ま
ず
記
し
、
そ
れ
に
韻
な
ど
を
合
わ
せ
な
が
ら
定
め
て
ゆ
く
こ
と
に
な

る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
知
ら
れ
る
の
は
、
歌
が
生
ま
れ
る
過
程
と
書
記

の
順
序
と
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
く
、
文
字
は
あ
く
ま
で
備
忘
の
た
め
に
記
さ
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
歌
師
た
ち
に
お
い
て
歌
の
創
作
に
直
接
関
与
し
て
い
る
の
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
歌
師
は
歌
を
自
在
に
生
み
出
せ
る
の
で
あ
っ
て
、
文
字
に

頼
っ
て
備
忘
の
役
割
を
す
っ
か
り
任
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
、
文
字
が
記
憶
を
蘇
ら
せ
る
役
割
を
果
た
す
も
の
と
し
て
、
歌
師
の
歌
ノ
ー

ト
が
あ
る
。
歌
師
は
後
日
の
歌
作
の
参
考
に
す
る
た
め
、
自
作
の
歌
や
歌
掛
け
し
た

相
手
の
歌
な
ど
を
ノ
ー
ト
や
手
帳
に
記
録
し
て
い
る
。
彼
ら
は
長
期
間
歌
を
記
憶
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
さ
す
が
に
ず
っ
と
覚
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、

自
分
で
作
っ
た
歌
や
他
の
優
れ
た
歌
を
耐
久
性
あ
る
ノ
ー
ト
類
に
記
録
し
て
お
き
、

時
に
そ
れ
を
開
い
て
読
み
、
記
憶
を
蘇
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
歌
に
は
題
や
作
者
名
、

日
付
な
ど
を
記
す
こ
と
な
く
、
た
だ
歌
の
み
が
次
々
に
書
き
連
ね
ら
れ
る
。
そ
れ
は

た
だ
自
分
の
た
め
に
だ
け
記
録
す
れ
ば
よ
く
、
自
分
以
外
の
読
者
を
想
定
し
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。
書
き
記
し
た
本
人
な
ら
ば
、
読
め
ば
歌
の
作
歌
事
情
な
ど
が
身
体

の
な
か
で
感
覚
・
感
情
を
伴
っ
て
鮮
明
に
蘇
っ
て
く
る
。
彼
は
こ
の
よ
う
な
歌
の
優

れ
た
表
現
に
つ
い
て
記
憶
を
新
た
に
し
な
が
ら
、
新
た
な
歌
の
創
作
に
向
か
う
こ
と

に
な
る
。
歌
師
が
こ
の
よ
う
に
書
き
記
し
た
ノ
ー
ト
類
の
記
述
は
こ
う
し
た
役
割
を

果
た
す
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
歌
の
記
録
に
新
た
な
価
値
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

両
林
村
の
歌
師
隆
興
順
氏
は
歌
を
記
録
す
る
際
に
、
文
字
文
化
の
教
養
に
も
と
づ

い
て
、
必
ず
題
名
と
日
付
を
記
す
。
そ
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
さ
れ
て
プ
リ
ン
ト
さ

れ
た
歌
資
料
を
時
系
列
に
沿
っ
て
綴
り
、
そ
の
冊
子
を
大
切
に
保
存
し
て
い
る
。
こ
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れ
は
自
分
の
歌
を
子
・
孫
に
遺
そ
う
と
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
隆
氏
の
漢
字
に
よ
る

歌
表
記
は
歌
い
手
と
し
て
の
長
女
や
周
囲
の
歌
師
た
ち
が
読
む
こ
と
が
で
き
、
こ
う

し
た
読
者
を
意
識
し
て
歌
を
書
き
、
そ
れ
を
冊
子
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
歌
の
記
録
が
後
世
に
ま
で
伝
え
ら
れ
る
べ
き
価
値
を
有
す
る
こ
と
に
も
な
る

の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
こ
う
し
た
個
人
的
・
個
別
的
な
歌
表

記
を
理
解
で
き
る
知
識
の
伝
承
が
後
世
ま
で
必
要
な
の
で
は
あ
る
が
。

さ
ら
に
、
歌
の
記
録
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
と
は
少
し
違
っ
た
価
値
を
も
つ
こ
と
も

あ
る
。

勾
良
村
の
呉
蘭
英
さ
ん
は
十
代
の
初
め
、
従
姉
か
ら
恋
人
と
の
逢
会
の
た
び
に
一

緒
に
連
れ
て
ゆ
か
れ
て
歌
を
書
か
さ
れ
た
と
い
う
。
二
人
は
文
字
が
書
け
な
か
っ
た

の
で
、
互
い
に
相
手
の
歌
を
書
か
せ
、
読
み
上
げ
さ
せ
て
確
認
し
、
そ
の
紙
を
大
切

に
保
管
し
た
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ち
ら
が
歌
っ

た
か
に
つ
い
て
も
書
き
記
し
、
も
し
歌
で
の
約
束
を
違
え
ば
こ
れ
を
証
拠
と
し
た
と

い
う
。
こ
の
歌
の
記
録
は
公
的
な
証
文
と
し
て
の
体
裁
を
い
く
ら
か
整
え
て
お
り
、

両
者
の
間
で
は
そ
の
よ
う
な
価
値
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
歌
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
何
が
可
能
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
歌
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
忘
れ
な
か
っ
た
り
、
思
い
出
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
歌
師
た
ち
は
贈
答
歌
や
依
頼
さ
れ
た
歌
を
作
る
た
め
に

考
え
、
頭
の
な
か
で
表
現
を
直
し
た
り
韻
や
声
調
を
合
わ
せ
た
り
し
て
調
整
・
推
敲

す
る
。
歌
掛
け
の
歌
と
は
異
な
っ
て
、
こ
う
し
た
時
間
は
制
限
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
こ
う
し
て
で
き
上
が
っ
た
歌
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
紙
片
に
書
い
て
お
い
て

も
、
思
い
つ
い
て
す
ぐ
に
直
す
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
歌
ノ
ー
ト
に
写
し
て

大
切
に
保
管
し
、
あ
る
程
度
の
期
間
を
経
て
再
び
そ
れ
を
開
く
と
記
憶
が
蘇
っ
て
き

て
推
敲
を
重
ね
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
歌
の
推
敲
は
頭
の
な
か
で
な
さ
れ
る
こ

と
で
は
あ
る
が
、
文
字
で
書
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
記
憶
を
蘇
ら
せ
た
り
忘
却
さ
せ

な
か
っ
た
り
し
て
推
敲
を
助
け
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
推
敲
の
跡
は
人
の
目
を
意
識

し
な
い
古
塘
村
の
歌
師
龍
炳
興
氏
や
呉
求
安
氏
の
紙
片
や
ノ
ー
ト
類
で
は
そ
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
人
の
目
に
触
れ
る
よ
う
な
隆
興
順
氏
の
冊
子
で
は

推
敲
し
た
部
分
に
丁
寧
に
紙
を
貼
っ
て
そ
の
上
に
新
た
な
文
字
が
印
字
さ
れ
て
い

る
。
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
歌
資
料
で
は
推
敲
の
跡
が
わ
か
ら
ぬ

よ
う
に
装
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

歌
を
書
い
て
作
る
こ
と
で
可
能
に
な
る
こ
と
の
一
つ
は
歌
掛
け
の
一
連
の
歌
の
創

作
で
は
な
か
ろ
う
か
。
隆
興
順
氏
は
鳳
凰
県
民
族
事
務
局
の
依
頼
に
よ
っ
て
恋
の
始

ま
り
か
ら
結
婚
ま
で
の
一
連
の
恋
の
歌
掛
け
の
歌
を
創
作
し
て
い
る
。
ま
た
、
古
塘

村
の
龍
氏
は
筆
者
の
依
頼
に
応
じ
て
恋
人
争
い
の
男
性
同
士
の
歌
掛
け
の
歌
を
創
作

し
て
い
る
（
21
）。
歌
は
主
観
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
立
場
に
な
り
き
っ
て
生
み
出

す
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
対
の
恋
歌
を
創
作
す
る
に
は
そ
の
立
場
を
入
れ
替
え
て
歌
を

生
み
出
す
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
書
か
ず
し
て
、
頭
の
な
か
で
各
聯
が
対
応
す
る

よ
う
な
歌
を
作
っ
て
す
べ
て
を
記
憶
し
な
が
ら
さ
ら
に
次
の
歌
を
生
み
出
す
と
い
う

よ
う
な
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
歌
を
書
き
記
す
こ
と
で
記
憶
を
頭
の
外
に
移
し
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
し
、
他
者
と
し
て
視
覚
化
さ
れ
た
歌
に
向
き
合
う
こ
と
で
も
う
一

方
の
立
場
の
歌
を
生
み
出
す
こ
と
が
容
易
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
歌
を
書
き
記
す
こ
と
は
こ
う
し
た
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ

る
。し

か
し
、
こ
う
し
た
歌
の
創
作
は
あ
く
ま
で
歌
掛
け
を
再
現
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

一
首
の
歌
に
対
し
て
一
首
を
返
す
と
い
う
か
た
ち
の
も
の
で
あ
っ
て
、
万
葉
歌
の
な

か
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
複
数
歌
同
士
の
贈
答
は
な
い
。
鳳
凰
県
苗
族
の
歌
の
世
界
で

は
、
文
字
に
よ
る
歌
の
創
作
と
い
っ
て
も
あ
く
ま
で
口
頭
で
歌
を
掛
け
合
う
こ
と
の

上
に
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
歌
の
添
削
も
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
口
頭
の
世
界
に
お
い
て

添
削
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
呉
求
安
氏
は
妻
が
筆
者
に
披
露
し
た
約
五
十
年

前
の
歌
を
聞
い
て
、
そ
の
場
で
添
削
し
て
歌
を
作
り
替
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
主
と
し
て
文
字
の
世
界
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
隆
興
順
氏
は
、
あ
る
と
き
他
の
歌

師
が
「
拙
い
歌
で
す
が
」
と
言
っ
て
歌
を
届
け
て
き
た
の
で
、
そ
の
歌
を
添
削
し
て

返
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
隆
氏
が
文
字
の
文
化
、
中
国
文
化
に
つ
い
て
他
の
歌
師
た

ち
に
比
し
て
よ
り
高
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
て
優
れ
た
歌
を
創
作
す
る
こ
と
が
で

き
、
加
え
て
美
し
い
書
体
で
書
く
こ
と
が
で
き
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
地
域
で
は
隆
氏
を
頂
点
と
す
る
歌
師
た
ち
の
社
会
が
形
づ
く
ら
れ
て
お
り
、
こ
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の
歌
師
は
こ
う
し
た
権
威
あ
る
隆
氏
に
歌
の
添
削
を
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
歌

の
添
削
と
い
う
こ
と
も
歌
を
書
く
こ
と
で
可
能
に
な
る
こ
と
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た

こ
う
し
た
歌
師
社
会
の
形
成
も
歌
の
文
字
化
と
い
う
こ
と
か
ら
波
及
し
て
促
進
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
　
万
葉
歌
へ
の
道
を
求
め
て

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
歌
掛
け
か
ら
の
歌
の
独
立
は
口
頭
の
歌
の
世
界
に
お

い
て
な
さ
れ
て
い
た
。
大
理
白
族
や
武
鳴
県
壮
族
に
お
い
て
は
書
か
れ
た
歌
の
贈
答

と
い
う
か
た
ち
で
あ
る
が
、
鳳
凰
県
苗
族
で
は
口
頭
の
世
界
で
多
様
な
内
容
の
歌
の

贈
答
が
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
な
さ
れ
て
い
る
。
鳳
凰
県
苗
族
の
歌
に
は
、
万
葉
歌

と
通
じ
る
よ
う
な
、
逢
会
の
と
き
の
恋
人
を
待
つ
女
性
の
歌
や
そ
こ
に
向
か
う
男
性

の
歌
な
ど
が
あ
り
（
22
）、
こ
う
し
た
個
人
の
歌
が
口
頭
の
世
界
で
生
ま
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
歌
は
歌
を
書
く
こ
と
で
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
。

す
で
に
万
葉
歌
以
前
に
存
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。『
古
事
記
』『
日
本

書
紀
』
所
載
の
伝
承
の
歌
に
は
口
頭
で
の
贈
答
と
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
こ

れ
ら
の
書
物
か
ら
は
多
様
で
豊
か
な
歌
文
化
の
世
界
が
存
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
歌
が
文
字
で
書
か
れ
る
以
前
、
そ
の
よ
う
な
な
か
で
個
人
の
歌

が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

鳳
凰
県
苗
族
の
歌
文
化
で
は
、
歌
を
書
く
こ
と
で
歌
掛
け
の
歌
群
が
創
作
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
歌
掛
け
の
か
た
ち
で
の
も
の
で
あ
っ
て
、
贈
答
歌
も
含
め
、

複
数
歌
の
歌
掛
け
、
ま
た
は
贈
答
の
か
た
ち
で
は
な
い
。
万
葉
贈
答
歌
で
は
早
い
時

期
の
も
の
で
は
一
首
ず
つ
の
贈
答
で
あ
る
が
、
後
に
複
数
の
歌
に
よ
る
贈
答
の
か
た

ち
が
現
れ
て
く
る
。
こ
れ
は
視
覚
的
要
素
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
歌
の
、
文
字
文
化
に
お
け
る
新
た
な
展
開
と
し
て
み
る
べ
き

こ
と
で
あ
ろ
う
。

日
本
の
古
代
、
口
頭
の
歌
の
世
界
か
ら
万
葉
歌
へ
の
道
を
求
め
よ
う
と
す
る
こ
と

は
困
難
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
口
頭
の
歌
の
世
界
と
の
比
較
を
通
し
て
試
み
を

重
ね
て
深
化
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
で
可
能
と
な
ろ
う
。

注（1
）　

拙
稿
「
日
本
の
歌
掛
け
文
化
」（
岡
部
隆
志
・
手
塚
恵
子
・
真
下
厚
編
『
歌
の
起
源
を
探

る　

歌
垣
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（
2
）　

拙
稿
「
歌
垣
の
妻
争
い　

日
本
古
代
と
中
国
少
数
民
族
と
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
第

六
十
四
号
、
二
〇
一
五
年
八
月
）。

（
3
）　

中
国
少
数
民
族
の
文
献
化
さ
れ
た
歌
資
料
に
よ
っ
て
比
較
研
究
し
た
も
の
と
し
て
、
辰
巳

正
明
『
詩
の
起
源　

東
ア
ジ
ア
文
化
圏
の
恋
愛
詩
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）・
同
『
歌
垣　

恋
歌
の
奇
祭
を
た
ず
ね
て
』（
新
典
社
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
中
国
西
南
部

少
数
民
族
歌
文
化
調
査
報
告
資
料
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
研
究
と
し
て
、
西
條
勉
『
ア
ジ
ア

の
な
か
の
和
歌
の
誕
生
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
が
あ
る
。

（
4
）　

他
に
注
2
拙
稿
、
拙
稿
「
歌
の
書
か
れ
は
じ
め
た
社
会
―
中
国
湖
南
省
鳳
凰
県
苗
族
の
村

か
ら
―
」『
伝
承
文
学
研
究
』
第
六
十
七
号
、
二
〇
一
八
年
八
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
5
）　

岡
部
隆
志
『
ア
ジ
ア
「
歌
垣
」
論
』
に
は
鶴
慶
県
銀
都
水
郷
の
歌
師
張
樹
先
氏
の
聞
き
書

き
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
岡
部
氏
の
質
問
に
対
し
て
妻
と
の
結
婚
を
決
め
た
歌
掛

け
で
何
を
歌
っ
た
か
、「
歌
い
捨
て
て
し
ま
う
」
の
で
覚
え
て
い
な
い
、
と
答
え
て
い
る
と
こ

ろ
が
注
目
さ
れ
る
。
鳳
凰
県
苗
族
の
歌
掛
け
に
お
い
て
も
呉
求
安
氏
が
歌
掛
け
の
歌
は
煙
草
の

煙
の
よ
う
に
消
え
て
し
ま
っ
て
記
憶
に
残
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
（
注
4
拙
稿
）。

（
6
）　

拙
稿「
万
葉
の
宴
席
歌
―
歌
掛
け
文
化
の
伝
統
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』第
九
十
巻
第
一
号
、　　

二
〇
一
三
年
一
月
）。

（
7
）　

工
藤
隆
『
雲
南
省
ペ
ー
族
歌
垣
と
日
本
古
代
文
学
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
8
）　

手
塚
恵
子
『
中
国
広
西
壮
族
歌
垣
調
査
記
録
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
9
）　

拙
稿
「
中
国
湖
南
省
鳳
凰
県
苗
族
の
歌
師
―
「
歌
に
生
き
る
」
人
々
―
」（『
ア
ジ
ア
民
族

文
化
研
究
』
第
十
六
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）、
注
4
拙
稿
。

（
10
）　

唐
建
福
「
鳳
凰
県
苗
歌
文
化
に
関
す
る
知
識
の
整
理
」（
真
下
厚
他
『
中
国
湖
南
省
鳳
凰

県
苗
族
の
歌
文
化
』（
仮
題
）
掲
載
論
文
）。

（
11
）　

唐
建
福
・
中
国
語
訳
、
張
正
軍
・
日
本
語
訳
。

（
12
）　

唐
建
福
氏
の
教
示
に
よ
る
。

（
13
）　

こ
の
地
域
で
は
清
代
末
期
に
石
板
塘
と
い
う
人
物
が
漢
字
に
も
と
づ
い
て
苗
語
を
表
記
す

る
文
字
を
作
っ
た
が
、
わ
か
り
に
く
く
て
普
及
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
中
華
人
民
共
和
国
建
国

後
の
一
九
五
六
年
に
は
貴
州
省
貴
陽
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
苗
族
語
言
文
字
問
題
科
学
討
論

会
に
お
い
て
苗
族
湘
西
方
言
の
特
徴
に
も
と
づ
い
て
「
苗
文
方
案
」
が
制
定
さ
れ
、
一
九
五
八

年
か
ら
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
の
苗
文
の
普
及
が
推
進
さ
れ
た
（『
鳳
凰
県
志
』
湖
南
人
民
出

版
社
、
一
九
八
八
年
）
が
、
鳳
凰
県
で
は
定
着
せ
ず
、
現
在
こ
の
表
記
の
で
き
る
人
物
は
唐
建
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万葉歌への道をめざして

072

福
氏
な
ど
、
ご
く
わ
ず
か
し
か
い
な
い
。

（
14
）　

二
〇
一
五
年
八
月
三
日
、
筆
者
が
両
林
村
の
隆
氏
宅
を
訪
ね
た
と
き
、
今
朝
作
っ
た
ば
か

り
の
歌
を
示
し
て
昨
日
の
で
き
ご
と
を
話
し
て
く
れ
た
（
富
田
美
智
江
・
真
下
厚
「
中
国
湖
南

省
鳳
凰
県
苗
族
の
贈
答
歌
」『
ア
ジ
ア
民
族
文
化
研
究
』
第
十
七
号
、二
〇
一
八
年
三
月
、参
照
）。

（
15
）　

注
14
論
文
の
富
田
氏
翻
訳
の
文
に
よ
る
。

（
16
）　

注
9
拙
稿
参
照
。

（
17
）　

手
塚
恵
子
氏
の
教
示
に
よ
る
。

（
18
）　

拙
稿「
中
国
湖
南
省
鳳
凰
県
ミ
ャ
オ
族
の
恋
愛
習
俗
」（『
ア
ジ
ア
民
族
文
化
研
究
』第
十
号
、　　

二
〇
一
一
年
三
月
）。

（
19
）  

両
林
村
の
歌
師
隆
氏
の
父
（
一
九
一
五
年
生
、
二
〇
〇
六
年
没
）
は
子
ど
も
の
頃
、
私
塾

で
学
び
、
算
命
（
占
術
師
）
と
な
っ
た
が
、
若
い
頃
か
ら
漢
字
を
充
て
て
苗
族
の
歌
を
記
録
し

て
い
た
と
い
う
。

（
20
）  

注
4
拙
稿
。

（
21
）　

真
下
厚
・
張
正
軍
・
富
田
美
智
江
・
唐
建
福
「
中
国
湖
南
省
鳳
凰
県
苗
族
の
恋
人
争
い
の

歌
掛
け
」（『
ア
ジ
ア
民
族
文
化
研
究
』
第
十
五
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）。

（
22
）  

拙
稿
「
万
葉
恋
歌
へ
の
架
橋
―
中
国
湖
南
省
鳳
凰
県
苗
族
の
歌
文
化
を
手
が
か
り
に
―
（
前

編
）」（『
伝
承
文
学
研
究
』
第
六
十
六
号
、
二
〇
一
七
年
八
月
）。
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